
１　はじめに

「進む道があれば，心は折れない！」

　昨今，社会は，少子高齢化問題で社会保障

や生活水準維持が厳しくなることが予想され，

生産性の向上，多様性や共生の生き方が求め

られる時代に突入し，様々な取組がなされて

いる．教育界においても同様であるが，加え

て教員志望者の減少等憂慮すべき状況にある．

そこで私は教職退職後，これまでの恩返しと

して，教育界の人材育成の手伝いを自分がで

きる範囲で挑戦して行きたいと考えている．

現役教職員のサポートはもちろん，何よりも

教育の道を志す学生の後押しこそ，私の使命

のように感じている．「進む道があれば，心

は折れない！」，教職の最終年まで様々な事

で悩んだ時，身近な方から捧げられ，私自身

救われたれた言葉であった．この言葉を忘れ

ず，引き続き，「進む道」探しに邁進したい．

　その実践の一つとして沖縄大学の「教職実

践研究」の投稿・執筆に挑戦するに至った．

「キャリア教育の理論と方法」については，

講義方法として前半は，国や県の施策や取組

の説明や実践事例を紹介した．後半は，「総

合的な探究活動」を意識したグループ活動，

発表等を通してこれから求められる指導支援

方法の育成を図った．本県の児童生徒の重要

な課題の一つ「伝える力」の育成が重要なポ

イントと位置づけ，授業のルールを「自分や

他人の意見を否定しない」「何でも言ってみ

る」とし，それを定着することで安心安全な

学び場，支持的風土の醸成が図られるものと

確信して実践した．

　この実践報告が少しでも教員養成に貢献で

きれば幸である．　

２　これからの時代に求められる人材

　令和５年３月に示された中教審の「次期教

育振興基本計画」のコンセプトとして「持続

可能な社会の創り手の育成」「日本社会に根

差したウェルビーイングの向上」の２つがあ

げられた．また，令和４年12月には生徒指導

提要が改訂された．その背景にあるのは，社

会環境の激変である．

　「少子高齢化での社会形成」「災害や感染症
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等の不測の社会的危機との遭遇」「高度情報化

社会での知識の刷新」「ICT能力の修得，外国

の人々を含め多様な他者との共生と協働」等，

乗り越えていくべき課題が山積しており，予

測困難な時代をたくましく生きていく人材育

成が求められている．その「人材育成」のキー

ワードとしてあげられるものの中に，「主体

性」「リーダーシップ」「創造力」「論理的思考

力」「表現力」「チームワーク」「情報活用能力」

「試行錯誤を続ける力」「課題発見・解決力」「人

を動かし巻き込む力」「０から価値を生み出す

力」「感情をコントロールする力」等がある．

　今年度前期に，「キャリア教育」を担当す

るに当たり，先述の「日本社会に根差したウェ

ルビーイングの向上」より，利他性の発揮「誰

かの笑顔のために，自ら気づき考え行動する

人材育成」，生徒指導提要で示された．生徒

指導４つのポイントに焦点を当て講義を実践

することにした．

３　講義のテーマ及び概要

「キャリア教育の理論と方法」

○テーマ

⑴�　本県の学校教育の施策や国の次期教育

振興基本計画を理解し，今後必要な教育

を推進できる資質を向上させる．

⑵�　キャリア教育の必要性と教育課程におけ

るキャリア教育の位置づけを理解している．

⑶�　学校におけるキャリア教育の考え方と

指導の実際を理解している．

⑷�　個別の生徒の夢実現を目指すキャリア

教育の指導方法を理解している．

○授業概要

　次期教育振興基本計画の策定に向けた審議

経過を基に，今後の教育政策の遂行，今後５

年間の目標と基本施策から，キャリア教育に

関連する事柄を理解する．さらにこれまで特

色ある取組をしている学校の事例を実践し子

供目線での学びあい，高めあう集団づくりの

在り方を習得する．「学ぶこと－働くこと生

きること」の意味を理解し，自立した社会人

としての基礎となる資質・能力を育む．

４　実践計画

⑴　シラバス

第１回：キャリア教育ガイダンス

（ シラバス，学習集団づくり，約束事，振

り返り等確認）

○ 次期教育振興基本計画の審議経過説明及

び今後の本県のキャリア教育について

○ キャリア教育を学ぶ前に

・ 学びの集団づくりエクササイズ（有

名人にインタビュー）

・ 講師の紹介　伝説の学級「弟に学ぶ」

・ キャリアパスポートを実際にやって

みる

第２回：沖縄県のキャリア教育について１

（義務教育課ポータルサイト紹介）

○ 次期教育振興基本計画，本県のキャリ

ア教育のキーワードおよび説明

・ キャリアパスポートの目的，役割，

狙い等を理解する

・ グループワーク　互いのキャリアパ

スポートの面談～シェア

・ ４つの能力，基礎的汎用的能力を理

解する

第３回：沖縄県のキャリア教育について２

（義務教育課ポータルサイト活用）

○県教育長挨拶から読み取る．

・沖縄教育ＤＸ，県キャリア教育基本方針

・教員採用試験頻出キーワードの実践演習

・ キョウイクを別の漢字で表現して教

職の夢を開いていこう

第４回：沖縄県のキャリア教育について３

（義務教育課ポータルサイト活用）

○県教育長挨拶重要項目を読み取る．
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○ 沖縄県キャリア教育応援サイト，各項

目の紹介と説明

・キャリア教育通信

・ 自学自習の取組　県内小中学校事例

（各自検索後, １校の視聴）

・キャリア教育解説動画　その１視聴

・学級活動のワークショップ

　（グループで学級漢字を創り発表まで １）

第５回：沖縄県のキャリア教育について４

（県キャリア教育応援サイト活用）

・学級活動のワークショップ

　（グループで学級漢字を創り発表まで ２）

・キャリア教育解説動画　その２視聴

第６回：沖縄県のキャリア教育について５

（県キャリア教育応援サイト活用）

・キャリア教育リーフレットシリーズ

・ 中高キャリア地区講座　首里東高視聴　

15分

・校内研修ワークショップ

第７回：探究学習にチャレンジ

（2018～2020実践した事例を体験してみよう）

○棚倉小，尾山台学校事例視聴　

○探究学習⑴

グループワーク ステップ①　話し合

い活動

第８回：探究学習にチャレンジ

（2018～2020実践した事例を体験してみよう）

○富士中学校実践事例　視聴

○探究学習⑵

グループワーク ステップ②　アイ

ディアの企画

第９回：探究学習にチャレンジ

（2018～2020実践した事例を体験してみよう）

○探究学習⑶

グループワーク ステップ③　プレゼ

ンテーションに挑戦　レベル１

第10回：探究学習にチャレンジ

（2018～2020実践した事例を体験してみよう）

○探究学習⑷

グループワーク ステップ④　誰かの

笑顔のために１（困っている人を思う）

第11回：探究学習にチャレンジ

（2018～2020実践した事例を体験してみよう）

○探究学習⑸

グループワーク ステップ⑤　誰かの笑

顔のために２（困っている人を助ける）

第12回：探究学習にチャレンジ

（2018～2020実践した事例を体験してみよう）

○探究学習⑹

グループワーク ステップ⑥　ペア班で

プレゼンテーションに挑戦　レベル１

第13回：探究学習にチャレンジ　⑥スペシャル

（2018～2020実践した事例を体験してみよう）

○探究学習⑹

グループワーク⑥スペシャル　ペア班

プレゼンに挑戦　レベル２　修正活動

第14回：探究学習にチャレンジ

（2018～2020実践事例を体験してみよう）

○探究活動⑺

グループワーク ステップ⑦ プレゼン

テーション レベル３　修正活動

第15回：探究学習にチャレンジ

（2018～2020実践事例を体験してみよう）

○探究活動⑻

グループワーク ステップ⑧ 最終プレ

ゼンテーション　まとめ，報告書提出

⑵　学生に対する評価

①　講義・演習中のレポート・ワークシート

（30％）

②　プレゼン力，ワークシート　　（50％）

③　振り返り状況　　　　　　　　（20％）

内容

①　について

　・キャリアパスポート

　・ 振り返りシート（ステップ１～最終）

②　について

　・各演習で活用したワークシート

　　（グループでまとめて提出）

　・報告書　※レポート

　　（A ４で提出・・枚数は不問）

　※内容については，これまで受講した
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　　 （PP資料・・・manaba参照）をもとに

作成．写真データや今回の資料以外

の引用も可能．ただし自分の力で！

③　について

　最後の講義，A ４一枚程度で提出．

５　具体的な実践

⑴　１～15回の講義から

　１回目（抜粋）※１～６回まで講義形式

－－ 12 －－

仲盛康治：キャリア教育の理論と方法実践報告

出典：�文部科学省，次期教育振興基本計画に
ついて（答申）概要１）



　２回目（抜粋）
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出典：�文部科学省，次期教育振興基本計画に
ついて（答申）概要１）

出典：沖縄県教育庁義務教育課ポータルサイト５）



　３回目（抜粋）

　　半嶺満教育長挨拶を読み解く

　４回目（抜粋）
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仲盛康治：キャリア教育の理論と方法実践報告

出典：�沖縄県教育庁義務教育課ポータルサイ
ト県教育長あいさつ６）

出典：沖縄県教育庁義務教育課ポータルサイト５）



　５～６回目（抜粋）

－－ 15 －－

教職実践研究　第14号（2024）



　７回目（抜粋）※７回以降はグループワーク
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出典：沖縄県キャリア教育応援サイト７）

出典：キャリア教育リーフレットシリーズ 12）

出典：那覇市役所公式 Facebook11）



　８回目（抜粋）
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　９回目（抜粋） 　10回目（抜粋）
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　11回目（抜粋） 　12回目（抜粋）
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　13回目（抜粋） 　14回目（抜粋）
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出典：RBCニュース 14）



　15回目（抜粋）
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⑵　学生の報告書，振り返り等

報告書１

　私が本講義で学んだことは３点ございま

す．一点目は，本講義で実践したグループワー

クの中で自分の意見や，他人の意見を尊重す

ることによって，互いを認め合うことができ

スムーズにグループワークが進行することが

できるということです．意見を尊重すること

によってそれぞれの自己存在感が表れグルー

プ全体が良い方向に進んでいくのではないか

と考えることができた．

　二つ目は，自分の意見が合ってるか間違っ

ているか関係なしに，思ったことをグループ

内で言ってみることが大切だと考えることが

できました．何も話さないでグループワーク

が進行しないよりは何らかの意見を言うこと

でグループが進行することができると考え

た．グループワークはそれぞれの意見をまと

めることが大前提のものだと思うので，それ

に意見をしなければグループワーク学習が何

も意味をなさなくなってしまうのではないか

と思うことができた．グループワークでは，

自分の意見は間違えているのではないか？な

ど考えるのではなく，とりあえず言ってみる

というのが大切なことなのではないかと考え

るかとかできた．

　三つ目は，発表の時は原稿用紙をずっと見

ているのではなく，発表する相手の方に目線

を向けることが自分たちが伝えたいことを伝

える１番の方法なのではないかと考えること

ができた．これは，下を向きながら話してい

ると，自信がないように相手に感じられてし

まうのでプレゼンテーションでは，なるべく

前を向いて話すことで言葉が前向きに伝わる

のではないかと考えることができた．さらに，

これらを実践することで自分自身の自己存在

感が増すのに加えて，グループ内の信頼関係

が大きくなるのではないかと考えることがで

きました．

　最後に，本講義を通して，グループワーク

をすることに慣れて人前で発表することに慣

れることができました．自分自身が教師に
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なったら本講義で学んだことを活かしながら

グループワークを実践してクラス全体が協力

し合えるようなクラス作りをしていきたいな

と思うことができました．そうすることで，

互いを認め合うことができる活気のあるクラ

スができるのではないかと考えました．

経法商学科４年男子学生

報告書２

　この講義を通して，キャリア教育について

学んだ．私は，キャリア教育とは，自分の進

路について考えたり，職場体験をしたりする

ことだと思っていたが，この講義を受けて，

それだけがキャリア教育ではないということ

を知った．キャリア教育とは，将来社会にで

たときに生徒に身につけていてほしい能力を

教育することであると考える．キャリア教育

で生徒に身につけてほしい能力は，関わる力，

振り返る力，やり抜く力，見通す力であると

いうことが分かった．これら４つの能力は，

キャリアパスポートや探求活動で身につける

ことができるということが分かった．

　まずキャリアパスポートでは，振り返る

力，見通す力の２つの能力を身につけること

ができる．講義内で，中学生のころを思い出

しながら，キャリアパスポートを書いた時に

それを感じた．私は，思い出しながらいっき

に書いたので少し難しかったが，実際に中学

生が１年生, ２年生, ３年生と，一年ごとに

行い３年間を振り返るとより明確に，できる

ようになったことや成長したことを実感でき

るのではないかと感じた．また，生徒が一人

でキャリアパスポートに記入して終わるので

はなく，教師や保護者と共有することができ，

教師は生徒理解を深められ，保護者も子ども

の学校での様子や，子どもが学校で何を学ん

でいるのかを知ることができる．保護者や教

師からのメッセージをみて，生徒はもっと頑

張ろうと思えると考える．

　次に，探究活動では，関わる力，振り返る力，

やり抜く力の３つの能力を身につけることが

できると考える．実は，私は最初，この活動

とキャリア教育がどう関わっているのかよく

わからなかった．しかし，グループで話し合

いをし，アイデアを出し合っているうちに，

初対面だったグループの人と話せるようにな

り，最後の授業では意見をどんどん出せるよ

うになっていて，関わる力を身につけること

ができたのかなと感じた．私たちのグループ

は, １回目の探究活動のテーマは「テストな

しで成績を上げる方法」，２回目のテーマは

「人間関係に困っている人を助ける」である．

２つとも難しい課題で，特に１つ目が難し

かった．「なんでこのテーマにしたんだろう」

と後悔しそうになったけど，みんなで考えて，

最後に発表することが出来て，達成感を得る

ことができ，これがやり抜く力だと思った．

グループのみんなでアイデアを出し合い，初

対面だけど，いい案がでると盛り上がり，よ

りいいアイデアがでたりしてとても楽しかっ

た．いいアイデアを出すためには，活動を始

める前にいつも言っていた，「他人の意見を

否定しない」，「自分の意見を否定しない」，「な

んでも言ってみる」という，３つがとても大

事だと実感した．教師になって，生徒に話し

合い活動をしてもらうときに，この３つを伝

えることがとても大切だと思った．

国際コミュニケーション学科３年女子学生

報告書３

　キャリア教育．私はこの言葉を聞いて最初

にイメージとして思い浮かんだことは，児童

生徒の前で様々な職種の大人がそれぞれの職

種について語るということである．そのこと

から，私はこのキャリア教育の理論と方法を

受講するまでキャリア教育は，児童生徒の将

来の夢の自己決定を支援するものだと考えて

いた．しかし，この講義を受講していく中で，

私が持っていたキャリア教育のイメージが変

わった．本講義では，児童生徒の人間関係形

成・社会形成能力，自己理解・自己管理能力，

課題対応能力，キャリアプランニング能力か

らなる四つの能力，つまり，「か・ふ・や・

み」を育成するために必要な理論と方法を学
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んだ．この講義で実際に行った「困った人を

助けるために行うこと」を考え，発表するグ

ループ活動はこの「か・ふ・や・み」を育成

するためにとても必要な活動であると学ん

だ．「か」の力を育成するためにグループを

作り，グループ活動を通して人間関係形成に

ついて学んでいく．「ふ」の力を育成するため，

毎講義ごとに動画を活用して行ったことを視

覚的に振り返り，児童生徒が行ったことを確

認する．「や」の力を育成するために，一つ

の大きなテーマである「困っている人を助け

る方法」を提示し，毎講義ごとにこのテーマ

を解決するためのスモールステップを学び，

課題に対してどのようなアプローチをすれば

よいのかを学んでいく．最後に，「み」の力

を育成するために，次回の講義で行うことを

先に理解させることで，どのように進めてい

けばよいのかを知り，今後のやるべきことを

考える．このように，私が実際に行ったグルー

プ活動では「か・ふ・や・み」の四つの力を

育成することにつながる．私はこのキャリア

教育の理論と方法の講義で，実際に学校現場

で行っているキャリア教育を体験したことは

とても良かったと考える．理由はもし，この

講義を受講していなくて教師になり，キャリ

ア教育を行っていくとしたら，何から行うべ

きなのか，どのように指導を進めていけばよ

いのかなどの疑問が出て，より良いキャリア

教育を行うことができなくなるからである．

この講義を通して，キャリア教育の指導の方

法を学び，キャリア教育の進め方を見通すこ

とができたことから，児童生徒にとってより

良いキャリア教育の繋がると考える．私もこ

の講義で体験したことを軸にして，児童生徒

により良いキャリア教育を行っていきたい．

　この講義で行ったグループ活動でとても印

象に残ったことは，仲盛先生の学生に対する

声掛けである．学生一人一人の良い点を見つ

け，それを学生に伝えていた．その声掛けに

よって，学生は「私自身をしっかりと見てい

る」と感じ，さらに先生に声掛けをしてもら

おうと考え，努力する．このサイクルは学生

の自己肯定感や自己有用感の向上につながる

と考える．自己肯定感や自己有用感が高まる

ことで，より良い授業，より良い学級経営，

より良い学校につながり，学校が児童生徒に

とって居心地が良い場所になって今の学校現

場で問題となっているいじめ問題や不登校の

問題の解決につながると考える．このように，

教師の積極的な声掛けが児童生徒にとってと

ても大切なことになる．私も教師になったら，

キャリア教育ではもちろん，教育活動全体で

児童生徒に対して積極的な声掛けを行ってい

き，児童生徒が「学校に行きたい」と思える

ようにしていきたい．

国際コミュニケーション学科３年女子学生

報告書４

　授業前半では，主に座学を中心に，キャリ

ア教育のあるべき姿や，沖縄県が掲げるキャ

リア教育目標について深く学んだ．授業内で

は，リカレント教育や，VUCAなど，今後

教育現場で注目されていく事項について学ん

だほか，実際に中学校で導入されているキャ

リアパスポートの作成にも取り組んだ．キャ

リアパスポートは，中学三年間の自分自身を

振り返り，自身が成長した分野，または今後

も生かしたい自身の長所についてまとめたも

ので，画期的だと思ったのはそれをクラス内

だけでなく，保護者にも共有するというもの

だった．自身の目標や成長についてまとめる

ことは，私が中学生だったときにもやったこ

とはあるが，クラス内で共有するのみで，自

身の良さを生かすためにどうするべきなのか

や，保護者にまで共有はしなかったので，自

分自身の振り返りにはなったが，そこから何

か今後に発展させるような意図のものではな

かった．しかし，現在採用されているキャリ

アパスポートでは，これまでの振り返りだけ

ではなく，さらなる成長を目指したものであ

るため，自分の思う自分の良さを見つけ出し

自己発展につなげようとしているのだろうと

思う．そのうえで，クラス内だけでなく，保

護者からもメッセージをもらうことで，第三
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者から見た自分を見つめることができ，自分

でも見つけられない自分の良さを指摘しても

らえたなら，新たな自分の良さを武器に成長

のチャンスを見いだせるという点において，

非常に画期的な取り組みだと思えた．沖縄県

教育委員会では「かふやみ」と称してキャリ

ア教育における生徒に身に着けてほしい４つ

の能力を掲げている．大きく４つに分類され

ているものの，内容は多岐にわたり, ４項目

の内容を振り分けるグループワークも行った

が，分類が難しいものも多く，苦戦した思い

出と，キャリア教育が掲げる柱は大きく４つ

と言えど，その内容は濃く，私たちが受けて

きたキャリア教育も，覚えている限りでは，

この項目にいくつか当てはまるものもあっ

て，実際に学校現場で運用されているものな

のだと実感することができた．他にも，授業

内で何回かグループワークを行い，学級目標

や，スローガンについて考えるという体験を

した．小中の間，進級すると決まってクラス

内で決めていた学級漢字や，スローガンにつ

いて，実際に小中学生だったときは，当たり

前に決めるものとして，話し合いに参加して

いた思い出もあるが，先生によっては，自身

で学級漢字を決めて張り出している場合も

あった．決定の経緯は様々だったが，学級内

共通のわかりやすい目標やシンボルを設定す

ることで，学級の一体感や団結力を高める効

果があったのだとわかった．文化祭や体育祭

などで着用されるクラTも学級内の一体感や

団結力という点については，同じような効果

を持つのかもしれないと思った．キャリア教

育というのは，単純に生徒の将来設計にかか

わるものとばかり思っていたが，私が思って

いた以上に範囲が広く，学級内のスローガン

から，生徒一人一人の自己存在感や自己有用

感などといった，思春期の精神が未熟な生徒

たちの心に寄り添った教育のことも指すのだ

と理解することができた．

　後半の授業では，主にグループ学習に取り

組んだ．計二回の課題にグループで取り組み，

問題を最大限解決できるように，現実的には

どんなにあり得ないような解決方法も取り入

れて，プレゼン内容を作っていくのはとても

楽しかった．最初はグループのメンバーも学

部もバラバラでぎこちない雰囲気だったけれ

ど，回数をこなしていくうちに打ち解けて，

自然な空気間でワークを行えるようになって

よかったと思う．プレゼンの後のグループの

メンバー同士の褒めあいも，最後まで気恥ず

かしかったのは変わりなかったけれど，相手

が自分の頑張りを見ていてくれていたことの

嬉しさや，頑張ってよかったと思える達成感

があって，教師の目線から見ると，普段口に

しない相手への印象を言語化して伝えること

で，グループとしての一体感や，生徒一人一

人のグループ活動に対する自己有用感を感じ

させる目的があるのかもしれないと思った．

また，授業の最初に毎回全体で復唱する「他

人の意見を否定しない．自分の意見を否定し

ない．何でも言ってみる．」についても，毎

時間全体で確認することで，自信をもって自

分の意見をグループ内に共有する機会の提供

や，他人の意見を実現不可能などを理由に否

定的に考えさせないことで，突飛な意見を工

夫して取り入れ，グループ内の意見として昇

華させられるようになるなど，様々なメリッ

トや，意味が込められたものなのだろうと理

解することができた．他にも，実際に授業内

で２回異なったスタイルのプレゼンテーショ

ンを行った際にも，それぞれのメリットや違

いについても考えることができた．1回目の

プレゼンテーションは，全体の前で１グルー

プずつ発表していく形式だった．この発表形

式だと，発表回数は１回で済むのがメリット

だと思うが，大人数のため，聞く側の質問が

出づらいことや，人前に出ることが得意でな

い生徒には向いていないのかもしれないと

思った．２回目のプレゼンテーションは，バ

ザーのように教室の各所で各グループがポス

ターを張り出し，同時にプレゼンテーション

を行う形式だった．すべてのグループが一斉

に発表をするため，全体的な発表時間の短縮

や，発表を複数回こなすことで，分かりづら
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い説明を修正することで，より伝わりやすい

プレゼンテーションを行うことができる点，

また，一回の発表に対する聞き手は少数であ

るため，質問を受けやすく，相手も理解しや

すいように説明の補足などをすることができ

る等といった点がメリットであるのに対し

て，各所で一斉に発表が始まるため，声が聞

き取りづらいことなどがデメリットになって

いると思った．私個人としては，聞き手の質

問に一つ一つ丁寧に答えることのできる２回

目の発表形式が自分自身やっていて楽しいう

えに，好みだと思えた．教員になれば，授業

でグループワークをすることもあると思うけ

れど，いかに生徒が自分の意見に自信をもっ

て発表できるかどうかや，課題の性質に合わ

せたプレゼン方法の選択がより良いグループ

ワークを促すための鍵になってくるのだとい

うことを意識できるようにしたいと思う．

経法商学科４年女子学生

６　実践の成果

　学生の講義アンケートは，以下の通り

質問１　授業に熱意を持って取り組んだ．

全くそう思わない ０

そう思わない  ０

どちらとも言えない ０

そう思う  ２

非常にそう思う ２

質問２　予習，復習，課題などをした．

ほとんどしなかった ２

時々した  ２

30分位  ０

１時間位  ０

２時間以上  ０

質問３　履修の際シラバスを参考にした．

全くそう思わない １

そう思わない  ０

どちらとも言えない ０

そう思う  ０

非常にそう思う ３

質問４　遠隔授業や課題に取り組めたか．

全くそう思わない ０

そう思わない  ０

どちらとも言えない ０

そう思う  ２

非常にそう思う ２

質問５　この授業を何回欠席したか．

４回以上　０　　　１回　０

３回　　　０　　　ない　３

２回　　　１

質問６　30分以上の遅刻，早退があった．

４回以上　０　　　１回　０

３回　　　０　　　ない　４

２回　　　０

質問７　時間通りに始まり，終わった．

全くそう思わない ０

そう思わない  ０

どちらとも言えない ０

そう思う  ０

非常にそう思う ４

質問８　教員の熱意が感じられた．

全くそう思わない ０

そう思わない  ０

どちらとも言えない ０

そう思う  ０

非常にそう思う ４

質問９　この授業に興味が持てた．

全くそう思わない ０

そう思わない  ０

どちらとも言えない ０

そう思う  ２

非常にそう思う ２

質問10　この授業の内容が理解できた．

全くそう思わない ０

そう思わない  ０

どちらとも言えない ０
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そう思う  １

非常にそう思う ３

質問11 　この授業の進め方（授業のスピード

等）は適切であったか．

全くそう思わない ０

そう思わない  ０

どちらとも言えない ０

そう思う  ０

非常にそう思う ４

質問12 　この授業から多くのことを学ぶこと

ができた．

全くそう思わない ０

そう思わない  ０

どちらとも言えない ０

そう思う  １

非常にそう思う ３

質問13 　課題・試験・評価の仕方などについ

て，はっきりと説明がなされた．

全くそう思わない ０

そう思わない  ０

どちらとも言えない ０

そう思う  ０

非常にそう思う ４

質問14 　教材（テキスト・プリント等）や機

器は有効に使用されていた．

全くそう思わない ０

そう思わない  ０

どちらとも言えない ０

そう思う  ０

非常にそう思う ４

質問15�　教員は授業の中で学生の参加（質

問・発言）を促した．

全くそう思わない ０

そう思わない  ０

どちらとも言えない ０

そう思う  ０

非常にそう思う ４

質問16�　担当教員から遠隔授業の方法や課

題について連絡があった．

全く連絡がなかった   ０

連絡がある時とない時はあった  ０

どちらとも言えない   ２

遅れることはあったが，連絡はあった ０

毎週欠かさずあった   ２

質問17�　提出した課題について，担当教員か

らコメントや振り返りがあった．

何も振り返り等がなかった  ０

ほとんど振り返り等がなかった  ０

どちらとも言えない   ２

毎回ではないが振り返り等があった ０

毎回振り返り等があった  ２

質問18�　総合的に判断して，この授業に満足

している．

全くそう思わない ０

そう思わない  ０

どちらとも言えない ０

そう思う  ０

非常にそう思う ４

質問19 　この授業で良かった点，改善点，遠

隔授業で困ったこと等があれば記入し

てください．

・ グループ活動が多く，和気あいあいと講

義に取り組むことができた．キャリア教

育について，説明が非常に丁寧で大まか

な内容を理解することができた．

・ 先生の熱意が非常にあり，クラスの雰囲

気をよくしてくれた．

考　察

　本アンケートは講義（演習を含む）や教育

環境をよりよく改善し，学生の満足度を高め

ていくことを目指して実施するものである

が，アンケートへの回答が任意との事で講義

の中では呼びかけをしておらず, ４人のみの

回答となった．ほとんどが肯定的な内容で

あったが気になったことが２点あった．一点

－－ 27 －－

教職実践研究　第14号（2024）



目は，質問２のこの授業のために次回の予習

または復習，課題などの質問に対し，ほとん

どしていない状況が判明した．今後改善する

方法を模索する必要がある．二点目は，質問

16担当教員から遠隔授業の方法や課題につい

て連絡があった．の質問に対して今回は，対

面式を実施しZOOM等の活用がなかったの

で検討していきたい．

７　今後の課題

　90分の時間，学生にとって有益となる内容

の講義を模索しながら実施したが，座学スタ

イルで集中して実施する創意工夫の重要性を

痛感している．

　また冒頭に掲げた「これからの時代に求め

られる人材」において実施方法に課題が残る

と考える．今後はこの課題を解決していくた

めの手立てを検討していきたい．

⑴�　中教審の「次期教育振興基本計画」の２

つのコンセプトとして「持続可能な社会の

創り手の育成」「日本社会に根差したウェ

ルビーイングの向上」と講義内容の連動性．

　特に利他性と関連させた指導支援方法の

精度を上げる必要がある．

⑵�　「少子高齢化での社会形成」「災害や感染

症等の不測の社会的危機との遭遇」「高度

情報化社会での知識の刷新」「ICT能力の

修得，外国の人々を含め多様な他者との共

生と協働」等，乗り越えていくべき課題を

解決すべき力と講義内容との関連性をもっ

と丁寧に伝える必要がある．

　具体的には，以下のキーワードと講義の

内容をリンクさせることである．

　　「主体性」「リーダーシップ」「創造力」

　　「論理的思考力」「表現力」「チームワーク」

　　「情報活用能力」「試行錯誤を続ける力」

　　「課題発見・解決力」

　　「人を動かし巻き込む力」

　　「０から価値を生み出す力」

　　「感情をコントロールする力」等

　日常の講義内容のどの部分に位置してい

るのかを学生に理解してもらい，児童生徒

への指導支援のきっかけ作りを図っていく

講義の創意工夫が求められる．

　どの講義を任せられたとしても，その根

拠となる国や県の施策を十分に把握し，学

生にしっかりと「伝える力」を身につける

よう努力をしていきたいと思う．特に「日

本社会に根差したウェルビーイングの向

上」より，利他性の発揮「誰かの笑顔のた

めに，自ら気づき考え行動する人材育成」，

生徒指導提要で示された「生徒指導４つの

ポイント」に焦点を当てた楽しくてわかり

やすい講義を研究していきたい．

　具体的には，ラーニング・ピラミッドを手

本とし，アクティブラーニングの自ら体験，

他の人に教える方法を身につけさせること

を目標に人材育成に邁進する所存である．

８　参考・引用資料

１）文部科学省，次期教育振興基本計画につ

いて（答申）概要（中教審第241号），

https://www.mext.go.jp/content/20230308

-mxt_soseisk02-000028073_2.pdf

（閲覧日令和５年４月14日）

２）文部科学省，次期教育振興基本計画につ

いて（答申）（中教審第241号），

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/

chukyo/chukyo0/toushin/1412985_00005.

htm（閲覧日令和５年４月14日）
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３）文部科学省，生徒指導提要（改訂版），

https://www.mext.go.jp/content/20230220

-mxt_jidou01-000024699-201-1.pdf

（閲覧日令和５年４月14日）

４）文部科学省，生徒指導提要（改訂版），

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/

seitoshidou/1404008_00001.htm

（閲覧日令和５年４月14日）

５）沖縄県教育委員会ＨＰ，義務教育課ポー

タルサイト，

https://sites.google.com/view/okinawa-

gakkougaizen/%E3%83%9B%E3%83%BC%

E3%83%A0?pli=1&authuser=1

（閲覧日令和５年４月21日）

６）沖縄県教育委員会ＨＰ，義務教育課ポー

タルサイト，県教育長あいさつ，

https://sites.google.com/view/okinawa-

gakkougaizen/%E3%83%9B%E3%83%

BC%E3%83%A0?pli=1&authuser=1#h.

ojdih2o7tf87（閲覧日令和５年４月21日）

７）沖縄県教育庁義務教育課キャリア教育

HP，沖縄県キャリア教育応援サイト，

https://sites.google.com/view/okinawa-

kyaria/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%

A0?authuser=1（閲覧日令和５年４月21日）

８）教育と探求社・ソーシャルチェンジ，

https://eduq.jp/for-school/quest/

socialchange/（閲覧日令和５年６月２日）

９）アメリカ国立訓練研究所（National 

Training Laboratories），

https://ntl.org/

（閲覧日令和５年11月30日）

10）キャリア教育ラボ，

https://career-ed-lab.mynavi.jp/career-

column/707/（閲覧日令和５年11月30日）

11）那覇市役所公式Facebook

https://www.facebook.com/watch/?v=

2042788849295191

（閲覧日令和５年６月２日）

12）沖縄県教育庁義務教育課キャリア教育

HP，キャリア教育リーフレットシリーズ，

https://drive.google.com/drive/folders/1

z9PaRY9YTjPu8YYIog4kjGajqrwBUiYc

（閲覧日令和5年5月26日）

13）文部科学省国立教育政策研究所，

https://www.nier.go.jp/

（閲覧日令和５年５月26日）

14）RBCニュース（令和５年５月27日放送）

https://newsdig.tbs.co.jp/articles/

rbc/470538?display=1

（閲覧日令和５年７月11日）
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